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P C R －8 9 をお買い上げいただ

き誠にありがとうございます。

この取扱説明書は本機を正 しく

お使いいただくためのガイ ドブッ

クです。ご使用になる前に本書を

よくお読みになり、内容を十分に

理解された上でご使用いただきま

すようお願い します。

又、本書はいつもお手元におい

てその都度ご参照ください。

まず最初に充電します。

初めてご使用になるときは付属のカー電源コー ド

を使い、4 時間以上充電してからご使用ください。
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保証 書
この製品は、厳密な品質哲理を経てお届けしたものです。お客様の正常なご使

用状態で万一故障した場合には、お買い上げの販売店に必ず保証書を提示のうえ、

修理をこ依頼ください。裏面の保証規定により無償で修理いたします。

※印欄に記入のない場合には、有効とはなりませんので、必ず記入の有無を

こ確 認 ください。

●商品名

ソーラーバッテリ方式レター探知機 P C 尺一βタ
●保証期間

※お買い上げ年月日 年 月 日から1年間
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※保喜正書は再発行しませんので大切に保管してください。
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－1．安全についてのお願いとご注意一
本製品を安全にこ使用いただくには正しい操作と安全に関する注意事項をお守りいた

だくことが重要です。この取扱説明書の表示には安全に正しく使用 し、お客様や他の人

への危害と、財産への損害を防ぐために様々な絵表示をしています。こ、使用になる前に

これらをよくお読みになり、内容を理角牢されてからこ使用ください。本書、別書に書か

れていない方法でのこ使用は絶対に避けてください。規定外のこ使用により発生 した人

身、物損事故などについて弊社は一切の責任を負いません。

■絵表示の例

△△記号は孟をう【）る必要があることを表しています。（警告．注凱

⑤

電

◎記号はしてはいけないことを表しています（禁止）。図の中や近くの表示は禁止

の内容（左図は分解禁止）を示し、一般の禁止は◎です。

●記号はしなければならないことを表 しています（強制）。（左図は差し込みプラク

をコンセン トから抜く）一般の表示は●です。

△警 告
（ 人身の安全のためにお守りいただくこと）

○

◎

◎

⑤

○

△

魯

■必ず助手席側に取 り付けてください。

本機は運転の妨げにならないように必ず助手席側のフロントガラス付近に取
り付けてください。

又、エアバックの近くに取り付けないでください。

■本機を濡らさないでください。

水につけたり、水をかけたりしないでください。文、濡れた手で操作しない

でください。感電・故障の原因となります。

■車を運転中に本機を操作しないでください。

車を運転中に本機の操作することは交通事故の原因になります。運転中の操

作は絶対に避け、安全運転を心がけてください。

■ケースは絶対に開けないでください。

本機は精密部品を多数搭載 しています。分解や改造を街えますと故障がおき、

また感電の原因とな ります。

■スピー ドの出 しすぎにご注意 ください。

本機を取り付けての走行中のスピー ド違反に関して、弊社は一切の責任を負

いません。交通事故を避けるために安全運転を心がけてください。

■発熱・発臭・発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してください。

これらの異常を検出した場合には直ちに本機の電源を切り、使用を中止 して

ください（力仙電源コー ドを使用中の場合には車のシガーライク】ソケッ ト

から抜いてください）。
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△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守 りいただくこと）

◎
0

0

0
蜃

■衝撃や強い振動を衛えないでください。

衝撃や強い振動を与えますと精密部品が壊れ、故障の原因になります。

■動作範囲内の温度条件下でご使用ください。

本機は一1 0 0c ～＋6 0℃の範囲で動作します。この範囲外でこ使用になりま

すと故障の原因になります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長持問直射日光が当たりますとかなり高湿になりますので、本機に触
れる際には十分こ注意ください。

t ケースが汚れた場合には、柔らかい布またはティッシュペーパーで拭
き取 ってください。

シンナー・ベンジン・化学雑巾などを使用しますとケースが変形するおそれ

があります。又、お手入れの際には必ず本機の電源を切り、カー電源コー ド

を使用中の場合には、車のシガーライターソケットから抜いてください。

機能上の制約

○
■日本国内で使用 してください。

本機の仕様は日本国内となっています。外国では電波方式、電源電圧が異な
りますので使用できません。

■マイクロ波以外を使用したスピー ド取締機からの電波は受信しません。

本機はマイクロ波を使用したレーダー方式に対応した探知機です。赤外線式、

光電管式、ワイヤ式などのスピー ド取締機には対応していません。

■周囲の環境により電波が受信しにくい場合があります。

前方に走行中の車（特に大型車）がいる場合やカーブ・坂道などでは電波の

探知距離が短くなる場合があります。スピードの出やすくなる下り坂などで

は特に注意してください。また、金属コーティングなどの断熱ガラスを使用

している車も受信しにくい場合があります。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。

取締レーダー以外 こも同じ種頬の周波数を使用している ドップラー式自動 ド

ア及び車輌通過計測器、港湾・航空 レーダー、その他電子機器等に対して反

応する場合がありますが故障ではありません。
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2 ．製品の構成
お買い上げいただいた P C R－8 9 は次の品目から構成されています。

●本機・・…

●取 り付けステー‥…

●吸盤・・・・

●両面テープ‥…

●サンバイザークリップ‥…

●カー電源コート ‥

●取扱説明書兼保証書（本書）
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3 ．主な特長
■太陽電池搭載

本機は太陽電池からニッケル水素電池に充電しますので電源コー ド無 しで使用でき

ます。

■X ／K の2 バン ド対応

×バン ドだけでなく K バン ドにも対応。全ての レーダー式スピー ド取締機に対応 し
ます。

■速度取締現場の連結無線が受信可能

取締現場で測定係と停止係が交わす無線を受信してメロディでお知らせします。

■カーロケ一夕システム電波が受信可能

緊急車両に搭載されている自車位置測定情報の電波をキャッチすることにより、い

ち早く緊急車両に進路を譲り、安全な走行ができます（メロディでお知らせ）。

但し、一部地域や車両にこのシステムが導入されていない場合があります。

■カーロケ一夕システム電波の接近・離反をお知らせ

発信車両の接近・離反を判断し、異なる速さのメロディでお知らせします。

■ステルス／新H システム対応

新開発のハイゲイン・ホーンアンテナとD ．D ．C ．回路によりクイックレスポンスを実現。

微弱な新 H システムやステルス波に鋭く反応します。

※ステルス識別モー ドはステルス型スピー ド取締に完全対応ではありません。

先頭を走行する場合はくれぐれもこ注意ください。

■3 モー ド受信感度切替（レーダー受信感度）

市街地など低速での走行時にはノーマルモー ドに、高速走路や自動車専用道踏など

高速での走行時には遠方からのレーダー波もキャッチするエクス トラモー ドにと、

走行状況によりレーダーの受信感度の切り替えができます。

■セキュリティモード搭載

駐車中、アラームランプの点滅により簡易的な威嚇動作を行うことができます。

■オートアラームカット（A A C ）システム搭載

内蔵の振動センサにより停車中及び低速走行時の不要な警告音をカットします。

■オー トパワーオフ

約3 分間振動がない状況が続くと次に振動を感知するまで自動的に電源を切り、電池

の消禾毛を防ぎます。

■オートミュー ト機能

¶定時問レーダー波を受信し続けると警告音の音量が小さくなります。

■バ ッテ リローアラーム

電池が消禾毛するとブザー苗でお知らせします。
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－4 ．各部の名称とはたらき－

1 D

＼
⑥

③
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Q

鞘訣
○
J

⑧

⑰

闇

①電源スイッチ（P O W E R ）
本体の電源をO N ／O FF します。

・ ② 3 5 0 ．1／4 0 7 M H z受信切替ボタン（3 5 0・1／4 0 7 ）
ヵーロケークーシステム及び3 5 0 ．1 M ＝zの受信O N ／O F Fの切替、及び内蔵振動セ

ンサの感度切替を行います。

③ミュー ト／テス トボタン（M U T E／T E S T ）
警告音が鳴っているとき ‥ ・・警告音が止まります。

再入力で警告音を再開します。

警告音が鳴っていないとき・ ‥ アラームテス トを行います。

④電源／A A C ランプ（P O W ／A A C ）
本体に電源を入れると一旦A A C の設定状態を点灯表示し、動作中は振動センサの検
出状態を点滅表示します。

⑤アラームレベルメーター
レーダー波受信時、レーダー波が強くなる（発信源に近づく）につれてランプの点灯

数が増えます。レーダー波の種類や受信強度によりランプの点灯数が変化します0
通常時は内蔵振動センサの感度設定状態を表示します0

⑥3 5 0 ．1／4 0 7 ランプ（3 5 0 ．1／4 0 7 ）

取締連絡無線（3 5 0 ．1 M H z）受信がO N のとき赤色に点滅します。
カーロケ一夕ーシステム受信がO N のとき緑色に点滅します。

どちらもO Nの時は赤・緑色同矧こ点滅し、O FFの時は消灯します。
⑦アラームランプ

レーダー波を受信すると点滅します。

⑧音量調整つまみ（V O L）
警告アラーム音の音量を調整します。

⑨電源ジャック（D C IN ）
充電時などに付属のカー電源コー ドを挿入します。

⑪ソーラーパネル国定ネジ

⑪ソーラーパネル
太陽光がよく当たるように角度を調整して国定します。

⑪取 り付けステー装着部

－6 －



5 ．電源について
本機はソーラーパネルにより太陽光から内蔵の充電池に充電して使用する製品です。

△警 告
■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますとかなり高温になりますので、本機に触れ

る場合は十分にこ注意ください。

1 ．ご使用になる前に
初めてご使用になる場合、または長い間ご使用にならなかった場合は電源スイッチ

を［二亘∈至二］にして、付属のカー電源コー ドで4 時間以上充電してからご使用くださ

い。

又本機を使用しながら（電源 口重：：］の状態）充電することができます。

2 ．太陽電池について
●電源が入 っていなくても充電されます。

●晴天時は約 1 3 時間で満充電になります（電源O FF時）。

●満充電後は全く充電されない状態で約6 0 時間連続動作 します（受信待受持）。

※受信機のO N ／O F Fにより連続動作時間は変化 します。

●太陽電池で十分な充電ができない場合はカー電源コー ドをこ使用ください。

●夏季や冬季の駐車中では車内の湿度が極端に高くなったり低くなったりします。

そのため電池の充電時間が変化する場合があります。

●雨天・曇天時や夜間などでは十分に充電することができません。

●ソーラーパネル全面に太陽が当たらないと十分な充電ができません。

3 ．バ ッテリローアラーム

電池が消耗したときに約6 0秒ごとにブザー音でお知らせします。

その場合はカー電源コー ドを使用して充電してください。

4 ．オー トパワーO FF機能について
停車中や駐車中など振動の少ない状態が約3 分間以上続くと自動的に動作を停止し

ます。

※次に乗車、エンジン始動など車の振動が大きくなると動作を再開します。

－7 －

5 ．カー電源コードで充電・使用するには

付属の電源コー ドにより外部電源（車のバ ッテリ）を本体

に接続 し、内蔵の充電池に充電します。

●カー電源コー ドのL型プラクを本体の電源ジャックに、

電源プラクを車のシガーライタソケットにそれぞれ差

し込みます。

シガーライター

ソケッ ト

◆■

電源プラク

L 型プラク

′ 愈
電源ジ ャック

戦

●カー電源コー ドを使用する場合、重のエンジンが止まっている時は充電されません。

●シガーライタソケットが汚れていると接触不良の原因になりますのでよく掃除してか

ら取 り付けてください。

●カー電源コー ドは必ず付属のものをこ使用ください。

6 ．電池の寿命について

本体内蔵の電池は使用状況にもよりますが約3 年が寿命です。

十分に充電しても充電池のみでは長時間作動 しなくなった場合は、充電池の寿命が

きています。その場合は付属のカー電源コー ドをご使用になることで通常通り動作

させることができます。

※充電池を交換する場合は、本体ごとお買い上げの月反売店にお持ちになり、交操を

依束頁してください。
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6 ．取付方法
1 ．フロントガラスヘの取り付け
①付属の取り付けステ一に同梱の吸盤を取り付けます。

忍本機に①を取り付けます。

③吸盤によって製品をフⅡン トガラスに

吸着させて固定します。

（

（

官トニー

左右角度調節郡

／

上下角度調節ネジ

※破盤に水などをつけると吸着させや

すくな ります。

④本体の角度を地面と水平になるように、

またレーダー波受信部が車の進行方向を

向くように調節し、㊥ ドライバで取り付けステーの

固定ネジを締め、しっかり国定 してください。

⑤・ソーラーパネルを可動 し、太陽光がよ く当たる

ように調節してください。

2 ．ダッシュボー ドヘの取 り付け

①付属の取り付けステーのゴム当てをはずし、同梱の

両面テープを貼り付けます。

②本体に・①を取り付けます。

ゴム当て

④左右q

笠・＼、二J

＼▲一「＝－－－－
①

∈∋

③両面テープでダッシュボー ドヘ取り付けます。

④本体の角度を地面と水平になるように、

またレーダー波受信那が幸の進行方向を

向くように調節し、・番 ドライバで取り付けステーの

固定ネジを締め、 しっかり固定 して ください。

⑤ソーラーパネルを稼動し、太陽光がよく当たる

ように調節してください。

－9 －
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④上下
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忙
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）
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）

①

フロ ン ト

ガラス

／

③

左右角度調節部

＼
上下角度調節ネジ

フロ ン ト

ガラス

④左右 ∈こ
望ノ

④上下

両面テープ／ ↓ ③
噸磯 輔東頭横磯

ダッシュボー ド

3 ．サンバイザーへの取り付け

丑取り付けステーの上下角度調整ネジを列し、図のように

サンバイザークリップを取り付けます。

上下角度調節ネジ

n
列す

②本体に①・を取り付けます。

ナッ ト

③助手席側のサンバイザーに

挟み込みます。

④本体の角度を地面と水平に

なるように、またレーダー波

ヨミ≡芸節部
衡一一／上下角度調節ネジ

サンバイザー ③

受信部が車の進行方向を向く

ように調節してください。

⑤ソーラーパネルを可動し、太陽光がよく当たるように

調節してください。

④：
上下

び

①

フロ ン ト

ガラス

●レーダー波受信郡の前方に金属やコムなどの障害物がこない部分に取り付けてくださ

い。また、本体がフロン トガラスに触れないようにしてください。

●運転の妨げにならない場所に取り付けてください。
●エアハックの近くには取り付けないでください。

●取付の際に本機が落下しないようにこ注意ください。

●ソーラーパネルに太陽光が十分に当たる場所に取り付けてください。

4 ．ソーラーパネルの開閉方法

①ソーラーパネル固定ネジを十分に弛めてソーラーパネルを広げてください。

著ソーラーパネルの角度が決まったら、ソーラー

パネル国定ネジを しっか りと締めて ください。 ゆるむ

●ネジが締まったまま広げますと本機の破損を招きますので十分にこ注意ください。

－1 0 －



7 ．使用方法
初めてこ使用になる場合、または長い間こ使用にならなかった場合は

付属のカー電源コー ドを使用して充電してください。

1
．
回
・
1

画

操作方法

電源を入れます

・ 電源スイ ッチをO N にします。

・ ブザー音が鳴り、電源ランプが点滅し始めます。

D C・H⑳。謂

電源スイッチ

ま芦≦
≠一声■

レーダー波の受信感度を設定します

・ ミュー ト／テス トボタンを1秒以上押し、受信感度を切 り替えます0

操作の度に設定に応じてブザー告が鳴り、電源／A A C ランプが点灯します0

国音量を調節します
・ ミュー ト／テス トボタンを押し、警告音が鳴っているときに音量調節つまみを回

して適当な音量に調節してください。

音量調整つまみ

≡≡≠
済

※レーダー波の受信感度は、通常時も電源／A A C ランプで点滅表示しますc

－1 1 －

2 ．オー トアラームカット（A A C ）システムの使用方法
任・A A C のはたらき

本機に内蔵されている振動センサにより振動を検出することで停車中及び低速走行時
は不要な警告苗をカットします。

※約3 分間振動のない状態が続くと自動的に動作停止状態になります。

著・A A C の使用方法

3 5 0 1／4 0 7受信切替ボタンを押しながら電源

スイ ッチをO N にします。

操作を行うたびにA A C の設定O N ／ O F F

が切り替わります。

設定は動作開始時に3秒間点灯する電源
ランプの色で確認することができます。

奇動作確認

皿
・
－
－
1

凰

1

国

1

回
・
－
－
↓
同
一

A A C を O N にします。

電源スイッチを入れ、最初に電源ランプが赤色に点灯することを確認します。

赤・緑色同時点灯 した場合は一旦電源を切 り

づいてA A C の設定を切 り替えて ください。

幸を走行させます

車を走行させて電源ランプの点滅色わミ直吐
ら緑に変わることを確認 して ください。

走行速度を落とします

低速走行またはアイ ドリンク状態で電源ラ
ンプの色が緑から赤に変わることを確認し

てください。

停車します
停車してから約3 分後に全てのランプが消

灯し、動作停止することを確認 してくださ

い。

華を走行させます

車を走行させてから数秒後に動作を開始し

電源ランプが点滅することを確認してくだ
さい。

－1 2 －

ト

・ 忍の “A A C の使用方法”に基

※亘 ～［司で正常に動作しない場
合は④ “振動センサの感度設定

について”に基づいて切 り替え

てくだ さい。

※固で車を走行させても電源ラン
プの色が緑色に変わらないとき

は振動センサの感度を高く設定

して ください。

※厄‾でアイ ドリンク状態で電源ラ

ンプの色が赤に変わらないとき

は振動センサの感度を低く設定

してください。

感　 度 使用状況の例

電源／A A C ランプ

切替時
（ブザー音）

通常時

エクス トラモー ド
高速道路 ・自動車 緑点灯 3 回点滅

高
‡

低

専用道路走行時 （ピー）

スーパーモー ド 一般道路走行時
赤 ・緑同時点灯

（ピッ）
2 回点滅

ノーマルモー ド 市街地走行時
赤点灯
（ピピッ）

1回点滅

A A C 設定状態 電源／A A C ランプ

O N 赤色点灯

O F F 赤 ・緑色同時点灯



④振動センサの感度設定について

こ使用になる車種や取り付ける場所に応 じて切 り替えてください。

振動センサの感度設定によりA A C・オー トパワーO F F機能が正常に動作しない場合

があ ります。

且電源スイッチをO N にします
アラームレベルメーターの点灯状態で振動センサの設定状態を確認します。

しニ ノ■

犠♂

レベ ル 1 レ」ル2 レベル 3

3 5 0 ．1／4 0 7 受信切替ボタンを 1秒以上押し、感度を切 り替えます。

操作の度に設定に応 じて対応するアラームレベルメーターが約3秒間点灯しま

す。操作の度に設定に応じて対応するアラームレベルメーターが約 3秒間点灯

または消灯 します。

直感度を切り替えます

国動作を確認します
設定切替後は③ “動作確認‖に基づいて正常に動作するかどうか確認してくだ

さい。

※振動センサの設定状態は通常時もー定間隔で点滅、または消灯表示します0

－1 3 －

●A A C設定時、車によってはアイ ドリンク中でも警告動作が止まらない場合があります。

そのときは本機の取 り付け場所を変更してみて＜ ださい。

●章によってはA A C が正常に働かないことがあります。そのような車種ではA A C を

O F F に して ください。

●A A C を○［Fにしてもオー トパワーO F F機能は動作します。

●振動センサの感度を低＜ 設定するとオートパワーO F F機告引こより動作停止状態のまま

になり、車を走行させても動作を再開しない場合があります。

●振動や騒音の激しい場所ではオー トパワーO F F機能が正常に動作しない場合がありま

す。そのような状況で長時間駐車する場合は電源を切って＜ ださい。

3 ．オー トミュート機能
レーダー波受信時にアラームレベルメーター全点灯の状態が約 1 0 秒間続くか、レー

ダー波を約 2 0秒間連続で受信すると自動的に警告音の音量が小さくなり、バッテ

リの消禾毛を抑 えます。

4 ．ミュー ト機能

警告動作中に警告音が不要になったとき（レーダー波の発信源がわかっているとき

など）受信中のレーダー波が無くなるまで警告苗をカットします。

¶

一
1

画

一

警告動作中にミュー ト／テストボタンを押します

ミュー ト機能が働いて警告音が止まります。

ミュー ト機能を途中で解除するには再度ミュー ト／テス トボタンを押 します

－1 4 －

感　 度 アラームレベルメーター 設定目安

高
Ⅰ

低

（」E V E L l）緑点灯 ガソリン車 （感度 こ高）

（L E V E」2 ）黄点灯 ディーゼル車 （感度：高）ガソリン車 （感度二中）

（しE V 巨L 3 ）赤点灯 ディーゼル車 （感度：中）ガソL」ン車 （感度：低）

消灯 ディーゼル車 （感度 ：低）



5 ．セキュリテ ィモl ド

駐車中、アラームランプの定期的な点滅により、簡単な威嚇動作を行うことができ

ます。振動を検出した場合も点滅して威嚇します。

且ミュート／テストボタンを押しながら電源スイッチをO N にします。
操作の度にセキュリティモー ドのO N ／O F Fわく切り替ります。設定状態は動作

開始時のアラームランプによって確認することができます。

●セキュリティモー ドはオー トパワーO F Fにした場合の駐車中に行います。電源スイッ

チがO F Fの状態では機能しません。

6 ．設定の初期化
3 5 0 ．1／4 0 7 受信切替ボタン及びミュー ト／テス トボタンを押 しながら電源スイ ッ

チをO N にすることによ り、全ての設定 をこ購入時の状態に戻す ことができます。

－1 5 －

7 ．レーダー波を受信すると

走行中レーダー波を受信 した場合は警告音及びアラームレベルメーターによりレー

ダー波の受信をお知らせします。
レーダー波が強くなる（発信源に近づく）につれて警告音及びアラームレベルメーター

の点灯数が変化します。

また、ステルス波を受信した場合は通常とは異なる警告を行います。

●本機はステルス型取締機に対して完全に対応するというわけではありません。先頭を

走行する際は くれ ぐれもこ注意 ください。

●通常の電波を受信した場合でも周囲の状況などによりステルス専用アラームが鳴る場

合があります。

－1 6 －

設定状態 アラームランプ

O N 点灯

O F F 消灯

通 常 の レー ダ ー波 ス テル ス 波

ア ラ ー ム吉
電 波 が強 くな る に つれ て 間 隔が 短 くな り ステルス専用アラーム音がロ鳥りま

ま す 。　 音 色　 ピ ッ　 ピ ッ す。　 音 色　 ピ ポ　 ピポ

アラームランプ 警告 音 に 合わ せ て 点 滅 します 。

アラームレベル

メーター

電波 が 強 くな る につ れ て段 階 的 に ラ ン プの 点灯 数 が 増 えて い き 、 電波 が

一定 以 上 強 くな った 場合 、全 点 灯 します 。
※ス テル ス波 を 受信 した と き は交 互 に 点滅 しま す 。



取締 レーダー波を受信 しにくい場合

■電波の発射方法や周囲の環境などにより取締レーダー波を受信しにくい場合が
あります。

前方に走行中の垂（特に大型車）がある場合やコーナ【 ・坂道では電波が遮断される

ためにレーダー波探知距離が短くなる場合があります。スピー ドの出やすい下り坂な

どでは特にこ注意ください。

又対象となる車が近づくまで電波を発射しない狙い撃ち的な取締ができるステルス型

の速度取締機があります。

●電波式の自動 ドア、信号機付近に設置されている車両通過計測器などは取締レーダー

波と同じ種類の電波が使用されています。そのためにこれらの機器周辺でレーダー探

知機が反応するのは避けられません。「いつも鳴るから」と安心せずにこ注意ください。

※1 ：ステルス型取締について

他の取締機と同じ電波を使用していますが、事前に探知されないように普段は電波

を出さず、取締の時に短い時間強い電波を発射して速度を測定をする狙い撃ち的な

取締方法です。

従来機では先豆頁ではなく2 番目以降で走行していても、
ん。

○

骨弓
○ ○ ○

！！

号9

一瞬 しか警告音が眠りませ

！！

○ （⊃

Y

車輌特定 ■◆ 速度測定波発射 ■◆ 速度記録 ■■◆ 停止係

※2 ：新H システムについて

電波を使用する自動速度取締機の一種ですが、他の取締機とは出力方式の違う電波

を使用しているため電波を探知しにくくなっています。

ウ
】■

岬

！！ ！！

警告看板設置 ■ト 速度測定 ■◆ 電光掲示板による警告

一1 7 －

受信機の使用方法

本機は速度取締連結波（3 5 0 ．1 M H z）、カーロケ一夕システム（自動車位置測定情報シス

テム）電波を受信 し、メロディ苗とランプの点滅で警告します。受信機能を使用すると

きは3 5 0 ．1／4 0 7 受信切替ボタンにより受信切り替えを行ってください。

■取締連絡波（3 5 0 ．1 M H z）とは

t F 9

！！

○

3 5 0 ．1 M H z

Y
首この電波を受信して

お知 らせ します

C 〉 ○

速度測定波発射 ● 速度記録 ■■◆ 停止係

■カーロケ一夕モー ドとは

G P S による位置データーを無線で定期的

＝：：：：：：：：：二：：コ

［：：：二二＝＝コ
＝：二：：：：：：：：：：：コ

司令本部

／∠」

この電波を受信して

接近をお知 らせします。

（ 間欠）に司令本部に送信するシステム

顔
G P S 衛星

〈 覆面パ トカー、パ トカー等〉

ー1 8 －



（ 丑 取締連結波（3 5 0．1M H z）・カーロケーターシステムの受信

Ⅱ

↓

画
一

電源スイッチをO N にします

3 5 0 ．1／4 0 7 受信切替ボタンで受信設定をおこないます
3 5 0 ．1／4 0 7 受信切替ボタンを押す毎に3 5 0 ．1／4 0 7 ランプの色が変化し、

受信設定が切り替わります。

※3 5 0 ．1／4 0 7 ランプは設定時に約3 秒間点灯、または消灯します。

国受信待ちの状態になります。
・ 取締連結波（3 5 0 ．1M H z）を受信するとメロディ（グ」－ンスリーブス）と

3 5 0 ．1／4 0 7 ランプの速い赤色点滅でお知 らせ します。

・ カーロケ一夕ーシステムの電波を受信するとメロディ（犬のおまわりさん）と

3 5 0 ．1／4 0 7 ランプの速い緑色点滅でお知らせします。

・ カーロケ一夕ーシステムの受信で対象車両が接近していると判断した場合、

メロデ ィは速 くな ります。

また、遠ざかっていると判断した場合はブザーが “ピピビ と鳴り、普通の速

さのメロディとな ります。

●カーロケ一夕ーシステムは全ての緊急車両に搭載されているわけではなく、又常時車
両から電波を出しているわけではあ りません。

このような場合は緊急車両の接近があってもお知らせすることはできません。

●受信の設定状態は通常時も一定間隔で点灯、または消灯表示します。
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・・・－ 8 ．故障とお考えになる前に－
こ使用中に異常を感じたときは故障と思われる前に下記の点をお確かめください。

－2 0 －

4 0 7 受信 O N

◆

O FF

◆

O N L

l◆

】

O F F

3 5 0 ．1 M H z受信 O N O N O F F O F F

3 5 0 ．1／4 0 7 ランプ 赤 ・緑色 赤 緑 消灯

症　　　 状 原　　　　 因

電源が入らない ●電池が消耗している
一カー電源コー ドで充電してください

●オー トパワーO F F機能がはたらいている
一振動センサーの感度を高く設定してください （一P 13 ）

●電源スイッチが 画 になっていない

充電できない ●太陽光が十分でない
一カー電源コー ドで充電できるか確認 してください

●カー電源コー ド内部のヒューズが切れている
一新しいヒューズと交換してください

●電池の寿命
一カー電源コー ドで使用してください （一P 7 ）

受信しない ●電源が入つていない

（音が出ない） ●音量が小さい
●受信感度の設定がノーマルモー ドで電波の弱い場所にいる
一レーダー受信感度をより高感度に設定してください

●A A C がはたらいている
一振動センサの感度を高くしてください （一P 13 ）

●取締機がマイクロ波を利用したレーダー式取締機ではない
●取締準備中または終了後などでレーダー式取締機に電源が

〉　 入っていない

取締以外で警告が出る ●取締レーダー波と同じ周波数のマイクロ波を使用している
機器の影響

●バッテリローアラームが鳴っている （一P 7 ）
一カー電源コードで4 時間以上充電してからこ使用ください

取締現場で連絡無線が ●取締現場で常に無線による連結が行われているわけでは

受信できない ありません



●電源電圧・・…

●受信周波数‥・

●受信方式…‥

●受信感度‥‥・

●動作温度範囲
●外形寸法‥‥・

●重量‥…

9 ．主な仕様
・ D C 3 ．6 V 充電池（本体内蔵）

D C 1 2 V 夕帽β電源（充電器兼用）
・ レーダー部 ：×ハ ン ド／K ハン ド

レシーバー部 ：U H F帯

・ ダブルスーパーヘテロダイン

×バ ン ド ー1 1 0 d B m ／エクス トラモー ド

K バ ン ド ー1 0 5 d B m ／エクス トラモー ド

・ － 10 ℃～＋6 0 ℃

・ 1 0 4 （D ）× 7 2 （W ）× 2 3 （ H ） m m

・ 本 体 1 2 0 g

－2 1 －

●保証規定

1 ．保証期間内（お≡い上げ日より1年間）に正常なる使用状矧 こおいて万一故障した場

合には無料で修理いたします。

2 イ呆証期間中に修理を依頼される場合には、製品に保証書を添えてお買い上げ販売店に

修理を依頼してください。

3 次のような場合には保証期間内でも有料修理になります。

（ イ）使用上の誤り、製品に改造をカロえた場合や当社指定のサ≠ビス店以外で修理され

た場合

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、異常電圧、指定列の電源仕様（電圧・周波数）及びそ

の他天災地変などによる故障及び損傷

（ 二）保証書のこ提示がない場合

（ ホ）保証書の指定事項の末記入、あるいは字句を書き換えられた場合

4 ．本保証書は日本国内において有効です。

■保証、アフターサービスについて
●保証期間はお買い上げ日から1年間です。

保証書（本書に刷り込まれています）は必ず「お買い上げ日・販売店」などの記入を

お確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みになり、大切に

保管してください。

●修理を依頼されるときはまず配線の状態及び操作方法に間違いがないかどうかよく調

べていただき、それでも異常のあるとき修理依頼してください。

■保証期間中は ：保証書を添えてお買い求めの販売店までこ持参願います。保証書の記

載内容に基づいて修理させていただきます。

■保証期間が過ぎているときは ：お買い求めの販売店にこ相談ください。修理により製

品の機能が維持できる場合はご希望により有料で修理させていただき

ます。

●あらかじめご承知いただきたいこと…

修理の時一部代替品を使わせていただくことや、修理に変わって同等品と交換させて

いただくことがあります。また出張による修理や取り外し、取り付けは一切いたしま

せんのであ らか じめ こ了承ください。

●商品についてのお問い合わせは…
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